
【
平
議
員
質
問
】

結
城
南
中
学

校
区
の
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

【
教
育
部
長
答
弁
】
小
中
連
携
の
枠

組
み
の
中
で
情
報
共
有
や
交
流
活
動

を
実
施
し
て
い
る
結
城
南
中
学
校
と

の
小
中
一
貫
教
育
に
適
し
た
位
置
へ

の
新
設
校
の
設
置
が
案
と
し
て
検
討

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

【
平
議
員
質
問
】「
小
規
模
特
認
校

制
度
」
の
検
討
に
つ
い
て

【
教
育
部
長
答
弁
】
江
川
南
小
学
校

を
含
む
本
市
の
小
中
学
校
に
お
い
て

導
入
を
検
討
し
た
経
緯
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

＊
「
小
規
模
特
認
制
度
」
と
は
通
学

区
以
外
の
地
域
か
ら
も
通
学
が
認
め

ら
れ
て
い
る
制
度
で
す

【
平
議
員
質
問
】
今
後
、
検
討
が
必

要
な
事
項
に
つ
い
て

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

【
教
育
部
長
答
弁
】

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
国
が
定
め

る
適
正
な
徒
歩
通
学
の
距
離
は
４
ｋ

ｍ
以
内
と
し
て
お
り
、

そ
の
基
準
を
超
え
る

地
区
が
あ
る
こ
と
か

ら
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導

入
」
は
必
須
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

【
平
議
員
質
問
】

②
統
廃
合
後
の
避
難
所
に
つ
い
て

【
教
育
部
長
答
弁
】
避
難
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
の
体
育
館
は

避
難
所
と
し
て
の
機
能
保
全
の
方
法

や
現
在
、
体
育
館
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
と
の
調
整
等
が
必
要
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

【
平
議
員
質
問
】
③
跡
地
利
用
に
つ

い
て

【
教
育
部
長
答
弁
】
地
元
の
方
々
と

の
協
議
・
調
整
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

【
平
議
員
質
問
】
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

【
教
育
部
長
答
弁
】
市
は
、
検
討
委

員
会
か
ら
の
提
言
書
を
受
け
て
、
本

市
の
学
校
教
育
の
在
り
方
や
学
校
適

正
配
置
等
の
政
策
決
定
に
係
る
方
針

案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
を
経
て
、
令
和
４
年
３
月
に
方
針

を
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

【
平
議
員
意
見
】
地
域
に
学
校
が
な

く
な
る
こ
と
は
そ
の
地
域
が
衰
退
し

て
い
き
ま
す
。
子
育
て
環
境
が
良
く

な
け
れ
ば
、
親
子
2
世
帯
住
め
る
土

地
が
あ
っ
て
も
若
い
世
代
は
戻
ろ
う

と
し
な
い
で
し
ょ
う
。

農
村
地
区
の
良
さ
が
発
揮
で
き
る

学
校
教
育
を
目
指
し
て
下
さ
い
。

【
平
議
員
質
問
】

自
己
水
源
が
廃

止
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て

【
都
市
建
設
部
長
答
弁
】
現
在
使
用

し
て
い
る
11
箇
所
の
井
戸
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
災
害
時
な
ど
緊
急
対

応
に
備
え
て
、
可
能
な
限
り
、
引
き

続
き
使
用
で
き
る
よ
う
、
県
と
調
整

を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
平
議
員
質
問
】

水
道
料
金
の
値
上

げ
に
つ
い
て

【
都
市
建
設
部
長

答
弁
】
当
面
の
10
年
間
は
、
水
道
料

金
統
一
を
必
要
と
し
な
い
、
そ
の
後

の
20
年
間
で
経
営
の
一
体
化
を
し
た

地
域
で
は
、
料
金
格
差
の
是
正
を
し
、

サ
ー
ビ
ス
及
び
料
金
を
統
一
し
た
、

県
内
水
道
事
業
の
一
元
化
を
実
現
す

る
。
と
、
ビ
ジ
ョ
ン(

案)

に
は
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
本
市
が
値
上
げ
と
な

る
か
は
、
現
段
階
で
は
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

【
平
議
員
質
問
】
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

【
都
市
建
設
部
長
答
弁
】
令
和
３
年

度
中
に
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
32
年
度
を

目
標
年
次
と
し
、
県
内
水
道
事
業
の

一
元
化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。

【
平
議
員
意
見
】「
1
県
1
水
道
」
に

な
る
と
各
市
町
村
の
意
見
の
反
映
が

さ
れ
ず
、
民
間
事
業
者
の
参
入
が
容

易
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
安
全
性
や
安
定
性
の
後
退
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
な
ど
住
民
負
担

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

他
市
町
村
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
県

に
言
う
べ
き
こ
と
は
言
い
、
よ
り
よ
い

結
城
市
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

①
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

＊
出
産

一
時
金
の
増
額

及
び
コ
ロ
ナ

関
連
で
の
傷
病
手
当
金
の
改
正

②
結
城
市
道
に
関
わ
る
条
例

＊

旅

客

特

定

車

両

停

留

施

設

の
構

造

基

準

の
追

加

等

（
駅

や

バ
ス
停

留

所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

）

③
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
関
す
る

条
例
（
結
城
市
内
に
は
該
当
事
業
所

は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

＊

業

務

負

担

軽

減

の
観

点

か
ら
諸

記
録
等
の
電
磁
的
対
応

④
特
定
地
域
型
保
育
施
設
等
に
関

す
る
条
例

＊
改
正
は
③
と
同
じ
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結
城
市
学
校
適
正
配
置
等
の

検
討
に
つ
い
て

「
1
県
1
水
道
」
め
ざ
す
県

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
に
つ
い
て
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主
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市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

＊
18
人
か
ら
17
人
に
削
減

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

平
議
員
は
2014
年
6
月
議
会
で
の
１
名

定
数
削
減
改
正
に
次
の
4
つ
の
理
由
で

反
対
し
ま
し
た
の
で
今
回
も
同
様
の
理

由
で
反
対
票
を
入
れ
ま
し
た
。

①
市
民
の
声
が
届
き
に
く
く
、
立
候
補

も
し
づ
ら
く
し
、
政
治
参
加
を
制
限
し

ま
す
。

②
定
数
削
減
は
議
会
の
機
能
を
低
下
さ

せ
ま
す
。
議
会
・
議
員
の
本
来
の
役
割
が

発
揮
で
き
る
よ
う
質
的
向
上
を
は
か
る

こ
と
で
す
。

③
議
会
費
は
予
算
全
体
の
１
％
程
度
で

あ
り
、
経
費
削
減
を
い
う
な
ら
、
行
政
の

ム
ダ
使
い
こ
そ
点
検
す
べ
き
で
す
。

④
市
民
の
中
に「
議
員
が
多
す
ぎ
る
」
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
議

会
と
議
員
活
動
が
市
民
の
期
待
に
こ
た

え
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
市
民
の
負
託
に

こ
た
え
る
た
め
の
議
会
改
革
を
進
め
る

こ
と
で
す

。
議
員
に
よ
る
政
策
提
言
や

議
案
提
出
な
ど
の
改
革
を
す
す
め
る
べ

き
で
す
。
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補正予算 主な事業 （予算額4億5,890万円）

1.新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金

①新型コロナウイルスワクチン接種事業費（医療従事者等の３回目接種） 4,667万3千円

2.その他の主な補正予算（案）

①議会関係及び事務経費 （議員活動費及び特別旅費） △３７５万７千円

＊コロナ禍のため議員研修できないので返還し、子どもの支援に予算組み換え

②公立保育所運営経費（マスク等消耗品、備品 201万7千円

③公立保育所施設整備事業費（上山川保育所エアコン設置） 129万8千円

④地域子育て支援センター運営事業費（マスク等 消耗品、備品） 27万円

⑤放課後児童健全育成事業費 （マスク等） 105万円

⑥障害者自立支援給付費

・障害者介護給付費（短期入所・生活介護・施設入所者増加と報酬改定） 2,840万円

・障害者訓練等給付費（就労継続支援・共同生活援助費利用増加） 7,236万7千円

・障害者補装具給付費 220万2千円

・地域相談支援費（計画相談支援利用増加 170万円

⑦障害児支援事業費 （放課後等デイサービス 等の利用増加のため） 2，243万2千円

⑧生活保護費 （受給者増加、 747万5千円

⑨保健衛生総務事務経費 100万7千円

⑩市道舗装補修事業費 1,000万円

⑪都市再生整備計画事業費

・街路灯ＬＥＤ化整備工事 1,500万円

・南部中央公園園路改修工事 4,100万円

・エレベーター整備事業費（結城駅南口） 1億6,998万2千円

⑬学校給食センター運営管理経費 （調理室クーラー及び消毒機器の不具合） 130万7千円

追加補正予算（12/2１日最終日提案議案）

・子育て世帯への臨時特別給付（追加給付）支給事業 ４億760万円（国が全額負担）

＊子育て世帯に５万円給付
12月月８日開会日採決済み1人５万円と合わせて結城市は合計10万円は現金給付にし、12月 27日振込みました。

憲法改悪を許さない全国署名ご協力を！！
【請願事項】

１，自民党が提唱する憲法９条に自衛隊を書き込むことなどの改憲４項目に反対します。

２，憲法を生かし、平和と民主主義、人権、環境、暮らし・医療・公衆衛生などの向上

を実現する政治を求めます。

呼びかけ団体 ９条改憲NO！全国市民アクション

請
願
1
件

*コロナ感染が不安の方は茨城県のPCR・抗原検査を市内のウエルシア薬局で無料で受けられます。


